
可
観
小
敵
怨
刈

付
属
迄
も
仕
位
、
評
定
所
へ
誹
へ
る
所
に
、
御
仕
置
K
可
被
仰
付
と

也
。
肘仰
に
斐
子
共
巾
候
は
我
品
川
可
父
夫
の
仇
陀
候
僚
、
乎
陀
掛
仕
鮮
中

皮
候
旨
建
て
願
之
。
則
其
趣
に
御
申
渡
候
。
子
時
岡
崎
孫
千
弐
と
い

ふ
も
の
、
秀
元
同
郷
の
釘
に
付
、
数
年
秀
元
厄
介
に
預
り
、
娘
官
と
可
ν

令
"致
委何回凶
粂
て
約
諾
す
。

故
に
先
年
左
五
太
夫
へ
も
不
許
容
也
。
孫

平
以
m
咋
二
回
目
秀
元
後
家
方
へ
参
り
、
秀
元
厚
恩
の
我
ル
号
、
共
上
吉
と

内
談
の
都
に
有
之
候
。
今
夜
其
約
絡
を
も
相
究
候
は
立
、
明
朝
加
勢

仕
度
候
。
秀
元
死
後
知
何
と
存
拘
居
候
得
共
、
か
械
の
節
は
格
別
と

お
中
入
旨
也
。
後
家
不
同
心
と
い
へ
共
赴
非
と
所
撃
に
付
、
願
の
通

り
士
口
と
可
v
震
a
夫
婦
-
と
許
容
す
。
的
之
後
家
と
盃
都
を
し
、則
篤
加
勢

罷
越
候
。
源
平
次
塩
外
に
拘
底
と
い
へ
ど
も
、
首
尾
能
〈
山間
取
故
不
v

及
=
助
太
万
-
と
也
。

秀
元
婆
名
瓦
=一
十
八
歳
白
抽
出
来
、
鉢
出世
・帯
共
陀
白
し
。
長
刀
を
掛

候
。
妨
娘
日
中
十
七
歳
司
刀
脇
刺
を
脅
し
白
銭
束
。
但
鉢
碑
世
帯
は
紫
。

妹
娘
名
は
き
ち
、
右
同
断
。

左
五
太
夫
は
白
惟
子
管
鎗
携
之
。

開
血
朝
夏
見
=左
五
太
夫
-
殊
の
外
い
れ
巾
由
。
吉
申
候
は
、
我
等
震
に
は

父
の
仇
也
。
初
太
刀
を
可
仕
と
て
母
を
い
た
は
り
、
姉
妹
雨
入
に

τ

》可

回

切
合
候
所
K
、
母
長
刀
を
以
て
左
五
太
夫
が
右
の
乎
を
切
落
す
。
仰

之
帥
時
陀
打
捕
之
。
姉
妹
共
少
h
k

乎
負
候
。
尾
張
阪
へ
御
引
取
と
也
。

或
は
其
所
に
て
看
病
被
仰
付
と
も
云
。

て

地

震
の
前
安

資
北
元
年
四
月
二
十
二
日
夜
、

mm
州
秋
岡
城
下
陀
て
見
え
候
月
、
大

さ
七
尺
併
に
し
て
月
の
下
方
陀
気
械
は
る
郁
二
丈
併
、
北
ハ形
如
ν

線。

月
の
左
右
に
見
ゆ
る
足
、
大
さ
如
也
市
月
↓
間
剛
如
v
左
。
同
月
二
十
四
日

九
時
秋
問
領
細
村
と
い
ふ
時
間
大
地
震
、
共
上
火
災
あ
り
て

λ
多
〈
死

す
と
云
。

一

月

一

一

〉

O

/

一

¥

O

O

/
f1
犬

o
O
o
是
亦
忠
也

-

c
O
 

一

コ o
c
此
凪
大
畑
且

図
v
此
思
ム
陀
元
総
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日
、
京
都
大
地
震
の
時
余

も
在
z
東
部
三
押
旗
傘
行
天
野
孤
五
右
衛
門
後
勝
一
長
三
郎
-
人
の
、
前
後

毎
h
k

我
務
邸
へ
被
参
候
。

都
常
と
迷
う
て
尽
月
大
に
み
え
、

天
近

t

円
凡
る
事
あ
ら
ば
、
地
震
の
前
表
と
可
-
心
附
一
也
。
今
度
も
天
近
〈
党
候

故
、
居
宅
の
秘
桁
等
却
て
危

t
み
ゆ
る
所
々
に
は
、
皆
か
す
が
ひ
を

打
候
跡
に
て
、
如
中
京
大
地
箆
に
候
外
共
、
災
難
陀
迩
不
巾
候
由
物
総

有
之
候
。
秋
開
披
下
に
て
足
月
野
常
よ
り
甚
大
医
見
え
て
、
北
ハ
後
地

袋
の
後
あ
り
。
天
野
氏
の
時
と折付
合
い
た
し
候
。
品川
之
犯
此
。

て
宮
腰
海
上
へ
死
人
材
木
智
漂
常

今
鼓
乙
卯
気
候
不
順
之
都
三
四
月
頃
よ
り
五
月
末
迄
、
折
節
至
て

怨
〈
、
風
も
極

τ丑
寅
の
方
よ
り
吹
き
、
陽
東
部

t
、
情
的
も
逃
微
に

候
蕗
、
六
月
初
土
用
の
日
よ
り
暴
威
俄
陀
強

t
、
五
月
十
九
日
夜
雨

降
候
迄
陀
て
、
六
月
二
十
日
迄
限
つ
ピ
け
、
炎
熱
難
凌
候
。
但
西
南
の

風
は
折
々
吹
候
。
二
十
日
よ
り
雷
雨
い
た
し
大
雨
も
降
候
。
六
月
末

っ
か
た
よ
り
百
脱
海
上
へ
色
々

の
物
源
流
い
た
し
候
。
制
姻
師
地
ハ
我
業

を
も
止
候
て
、
只
梅
上
へ
出
て
ひ
ろ
ひ
候
。
秘
梁
等
の
家
屋
材
木
彩

数
取
k
b慨
。
人
の
死
骸
な
ど
多
〈
相
見
え
、
或
は
蚊
艇
の
内
に
幾
人

も
ま
と
は
れ
溺
死
の
紗
も
候
。
近
聞
に
洪
水
の
災
も
候
哉
、
越
前
等

陀
も
候
は
ピ
早
法
相
知
可
申
成
、
指
て
其
沙
汰
も
無
之
倣
不
審
陀
候

成
、
七
月
朔
頃
よ
り
越
前
近
江
等
大
洪
水
の
沙
汰
有
之
候
。
披
州
八

幡
山
新
者
法
寺
耐
品
川
は
、
本
多
主
水
子
に
付
飛
脚
到
来
。
六
月
二
十

一
日
よ
り
二
十
三
日
迄
大
風
間
、
甚
洪
水
に
て
淀
・八
幡
・牧
渇
迭
は
、

可
取
小
敵
品
世
刈

十
五
年
前
の
洪
水
よ
り
は
三
尺
の
上
水
増
巾
候
。
風
は
東
風
に
候
a

問
地
推
流
し
或
は
泥
入
等
陀
て
、

持
不
州
民
陀
皿
開
成
候
。
泊
中
泥
砂
等

往
来
も
旅
成
程
の
俄
に
付
、
部
品
脚
も
二
十
七
日
陀
指
出
候
曲
、
四
日

陀
致
参
著
候
。

一
、
越
前
筋
の
山
抜
出
水

前
月
二
十
二
日
よ
り
大
雨
に
て
、
越
前
筋
山
被
山
水
陀
て
、
山
方
浦

方
の
内
数
ヶ
所
、
村
家
過
半
潰
れ
人
民
も
相
損
じ
、
海
川
へ
抑
流
候

由
陀
御
座
候
。
山
間
出
方
陀
て
岡
地
は
指
て
抑
立
相
損
じ
不
申
由
。

洪
水
は
彩
敷
様
子
陀
相
聞
え
申
候
。

お
越
前
・近
江
・
活
狭
遺
品
帥
程
の
祭
事
沙
汰
仕
候
故
、
有
増
需
承
A
円候

局
、
別
紙
の
越
に
御
座
候
故
、
御
案
内
巾
上
候
。
以
上
。

卯
七
月
五
日

今
夜
柑
十
付

在日

助

宇1)

御
改
作
御

山中

行

一
、
越
前
・若
狭
・近
江
筋
洪
水
被
告

越
前
・若
狭
・近
江
筋
洪
水
に
て
、
品
川
家
人
服
噌
相
獄
中
候
覚
。

-明
白
察
隊
八
f
併
斗
之
内

六
十
府
許

二
十
人
許

m
r
a十
u
w
A
干
の
内

二
十
四
五
軒
許

流

)1) 

訴。
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山
抜
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減
家

奥

ケ

阪

六
二
五




